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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間計測機能に関する表示を行う計測時間表示領域と、
　衛星信号を受信する受信機能に関する表示を行う受信状態表示領域と、
　電源電圧検出機能に関する表示を行う電圧状態表示領域と、
　前記計測時間表示領域、前記受信状態表示領域、および前記電圧状態表示領域を指示す
る１つの指針と、を有する時計であって、
　円環状の表示領域を有し、
　前記時計を表面側から見た平面視で、前記時計の１２時方向を上且つ６時方向を下にし
た場合に、前記計測時間表示領域は、前記円環状の表示領域の右半分の領域に配置され、
前記計測時間表示領域以外の表示領域は、前記円環状の表示領域の左半分の領域に配置さ
れ、
　前記計測時間表示領域には、前記時間計測機能により計測される計測時間を示す目盛が
設けられ、
　前記受信状態表示領域には、前記衛星信号の受信状態を示す目盛が設けられ、
　前記電圧状態表示領域には、前記電源電圧検出機能により検出される電源の電圧状態を
示す目盛が設けられ、
　前記１つの指針は、前記時間計測機能が実行されている際に前記計測時間表示領域の目
盛を指示し、前記受信機能が実行されている際に前記受信状態表示領域の目盛を指示し、
前記電源電圧検出機能が実行されている際に前記電圧状態表示領域の目盛を指示する
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　ことを特徴とする時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の機能を備えた時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　クロノグラフと水深計を有する時計において、一つのモード針が示す領域によって、現
在のモードを表示する時計が知られている（特許文献１）。
　特許文献１では、通常時刻を表示する時刻モードで第１の押しボタンを押すと、水深計
測モードに切り替わる。すると、モード針である第２機能針は、ＤＩＶゾーンに移動し、
第１機能針が０ｍから５０ｍまでの水深を指示する。
　また、水深計測モードで０ｍ表示の時に第１の押しボタンを押すと、クロノグラフモー
ドに切り替わる。
　クロノグラフモードでは、第２の押しボタンを押すとスタートし、第１機能針はクロノ
グラフの秒針として運針し、第２機能針はクロノグラフの分針として運針する。そして、
再度第２の押しボタンを押すとストップする。また、ストップ状態で第２の押しボタンを
操作するとリセット状態となり、リセット状態で第１の押しボタンを押すとクロノグラフ
モードがキャンセルされて、時刻モードに切り替わる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－５７５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記特許文献１では、水深計測モードでは、モード針である第２機能針が、ＤＩＶゾー
ンに移動し、第１機能針が水深を指示している。このため、ユーザーは、第２機能針を見
るだけでは、現在のモードが水深計測モードであることしか認識できず、現在の水深が０
ｍから５０ｍのいずれの水深にいるのかを認識するためには、第１機能針を見る必要があ
る。すなわち、特許文献１では、１つの指針の指示する位置を見るだけでは、実行されて
いるモードおよびその状態（例えば、水深）を認識することができず、ユーザビリティが
低下するとともに、２つの指針を駆動させるので、消費電力が増大するという課題がある
。
【０００５】
　本発明の目的は、ユーザビリティを向上でき、かつ、消費電力を低減できる時計を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の時計は、時間計測機能に関する表示を行う計測時間表示領域と、衛星信号を受
信する受信機能に関する表示を行う受信状態表示領域と、前記計測時間表示領域および前
記受信状態表示領域を指示する１つの指針と、を有し、前記計測時間表示領域には、前記
時間計測機能により計測される計測時間を示す目盛が設けられ、前記受信状態表示領域に
は、前記衛星信号の受信状態を示す目盛が設けられ、前記１つの指針は、前記時間計測機
能が実行されている際に前記計測時間表示領域の目盛を指示し、前記受信機能が実行され
ている際に前記受信状態表示領域の目盛を指示することを特徴とする。
【０００７】
　本発明によれば、１つの指針が時間計測機能が実行されている際に計測時間表示領域の
目盛を指示し、受信機能が実行されている際に受信状態表示領域の目盛を指示するので、
ユーザーは、現在実行されている機能およびその状態を１つの指針の指示している各目盛
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の位置を見るだけで把握できる。このため、２つの異なる指針で現在実行している機能お
よびその状態を表示する特許文献１の時計に比べて、複数の機能のうち実行されている機
能およびその状態を容易に認識でき、かつ、１つの指針のみを駆動すればよいため消費電
力を低減できる。
　また、ユーザーは、１つの指針が指示する領域を見るだけで、計測時間機能および受信
機能のうちいずれの機能が実行されているのかを容易に把握でき、ユーザーが意図した機
能が実行されているかを容易に確認できる。したがって、ユーザビリティを向上できる。
【０００８】
　本発明の時計は、時間計測機能に関する表示を行う計測時間表示領域と、電源電圧検出
機能に関する表示を行う電圧状態表示領域と、前記計測時間表示領域および前記電圧状態
表示領域を指示する１つの指針と、を有し、前記計測時間表示領域には、前記時間計測機
能により計測される計測時間を示す目盛が設けられ、前記電圧状態表示領域には、前記電
源電圧検出機能により検出される電源の電圧状態を示す目盛が設けられ、前記１つの指針
は、前記時間計測機能が実行されている際に前記計測時間表示領域の目盛を指示し、前記
電源電圧検出機能が実行されている際に前記電圧状態表示領域の目盛を指示することを特
徴とする。
【０００９】
　本発明によれば、１つの指針が時間計測機能が実行されている際に計測時間表示領域の
目盛を指示し、電源電圧検出機能が実行されている際に電圧状態表示領域の目盛を指示す
るので、ユーザーは、現在実行されている機能およびその状態を１つの指針の指示してい
る各目盛の位置を見るだけで把握できる。このため、２つの異なる指針で現在実行してい
る機能およびその状態を表示する特許文献１の時計に比べて、複数の機能のうち実行され
ている機能およびその状態を容易に認識でき、かつ、１つの指針のみを駆動すればよいた
め消費電力を低減できる。
　また、ユーザーは、１つの指針が指示する領域を見るだけで、計測時間機能および電源
電圧検出機能のうちいずれの機能が実行されているのかを容易に把握でき、ユーザーが意
図した機能が実行されているかを容易に確認できる。したがって、ユーザビリティを向上
できる。
【００１０】
　本発明の時計は、時間計測機能に関する表示を行う計測時間表示領域と、衛星信号を受
信する受信機能に関する表示を行う受信状態表示領域と、電源電圧検出機能に関する表示
を行う電圧状態表示領域と、前記計測時間表示領域、前記受信状態表示領域、および前記
電圧状態表示領域を指示する１つの指針と、を有し、前記計測時間表示領域には、前記時
間計測機能により計測される計測時間を示す目盛が設けられ、前記受信状態表示領域には
、前記衛星信号の受信状態を示す目盛が設けられ、前記電圧状態表示領域には、前記電源
電圧検出機能により検出される電源の電圧状態を示す目盛が設けられ、前記１つの指針は
、前記時間計測機能が実行されている際に前記計測時間表示領域の目盛を指示し、前記受
信機能が実行されている際に前記受信状態表示領域の目盛を指示し、前記電源電圧検出機
能が実行されている際に前記電圧状態表示領域の目盛を指示することを特徴とする。
【００１１】
　本発明によれば、１つの指針が時間計測機能が実行されている際に計測時間表示領域の
目盛を指示し、受信機能が実行されている際に受信状態表示領域の目盛を指示し、電源電
圧検出機能が実行されている際に電圧状態表示領域の目盛を指示するので、ユーザーは、
現在実行されている機能およびその状態を１つの指針の指示している各目盛の位置を見る
だけで把握できる。このため、２つの異なる指針で現在実行している機能およびその状態
を表示する特許文献１の時計に比べて、複数の機能のうち実行されている機能およびその
状態を容易に認識でき、かつ、１つの指針のみを駆動すればよいので、消費電力を低減で
きる。
　また、ユーザーは、１つの指針が指示する領域を見るだけで、計測時間機能、受信機能
および電源電圧検出機能のうちいずれの機能が実行されているのかを容易に把握でき、ユ
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ーザーが意図した機能が実行されているかを容易に確認できる。したがって、ユーザビリ
ティを向上できる。
【００１２】
　本発明の時計は、円環状の表示領域を有し、前記計測時間表示領域は、平面視で前記円
環状の表示領域の右半分の領域に配置され、前記計測時間表示領域以外の表示領域は、平
面視で前記円環状の表示領域の左半分の領域に配置されることが好ましい。
【００１３】
　本発明によれば、計測時間表示領域は円環状の表示領域の右半分の領域に配置され、そ
れ以外の表示領域は円環状の表示領域の左半分の領域に配置されるので、計測時間表示領
域とそれ以外の表示領域とを明確に区別できる。このため、計測時間表示領域が表示領域
の右半分の領域に配置されるので、ユーザーは、１つの指針が右半分の領域を指示してい
れば、瞬時に時間計測機能が実行されていることを認識でき、ユーザビリティを向上でき
る。
　また、計測時間表示領域以外の表示領域は、左半分の領域に設けられている（右半分の
領域に設けられていない）ことから、計測時間表示領域を当該右半分の領域全域に設ける
ことができるので、時間計測機能により計測された計測時間の目盛を認識しやすくでき、
この点でもユーザビリティを向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る電子時計を示す概略図。
【図２】実施形態に係る電子時計を表面側から見た平面図。
【図３】実施形態に係る電子時計を示す断面図。
【図４】実施形態に係る電子時計の制御ブロック図。
【図５】実施形態における電子時計の通常時刻表示モードの処理を示すフローチャート。
【図６】図５に示す機能実行処理の実行手順を示すフローチャート。
【図７】図６に示す第１機能部実行処理の実行手順を示すフローチャート。
【図８】図６に示す第２機能部実行処理の実行手順を示すフローチャート。
【図９】図６に示す第３機能部実行処理の実行手順を示すフローチャート。
【図１０】本発明の変形例における第３小窓を示す概略図。
【図１１】他の変形例における第３小窓を示す概略図。
【図１２】他の変形例における第３小窓を示す概略図。
【図１３】他の変形例における第３小窓を示す概略図。
【図１４】他の変形例における第３小窓を示す概略図。
【図１５】他の変形例における第３小窓を示す概略図。
【図１６】他の変形例における第３小窓を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の具体的な実施形態を図面に基づいて説明する。
［電子時計を含むＧＰＳの概略構成］
　図１は、本発明の一実施形態に係る電子時計１０を示す概略図である。まず、電子時計
１０が、外部信号としての電波を用いて、現在地の位置情報と、時刻情報とを求めるＧＰ
Ｓの概要を説明する。
【００１６】
　電子時計１０は、ＧＰＳ衛星８からの電波（衛星信号）を受信して内部時刻を修正する
腕時計であり、腕と接触する側の面（以下、裏面という）の反対側の面（以下、表面とい
う）に時刻を表示する。ＧＰＳ衛星８は、地球の上空において、所定の軌道上を周回する
航法衛星であり、１．５７５４２ＧＨｚの電波（Ｌ１波）に航法メッセージを重畳させて
地上に送信している。以降の説明では、航法メッセージが重畳された１．５７５４２ＧＨ
ｚの電波を衛星信号という。衛星信号は、右旋偏波の円偏波である。
【００１７】
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　現在、約３１個のＧＰＳ衛星８（図１においては、４個のみを図示）が存在しており、
衛星信号がどのＧＰＳ衛星８から送信されたかを識別するために、各ＧＰＳ衛星８はＣ／
Ａコード（Coarse／Acquisition Code）と呼ばれる１０２３ｃｈｉｐ（１ｍｓ周期）の固
有のパターンを衛星信号に重畳する。Ｃ／Ａコードは、各ｃｈｉｐが＋１、または－１の
いずれかであり、ランダムパターンのように見える。したがって、衛星信号と各Ｃ／Ａコ
ードのパターンの相関をとることにより、衛星信号に重畳されているＣ／Ａコードを検出
することができる。
【００１８】
　ＧＰＳ衛星８は原子時計を搭載しており、衛星信号には原子時計で計時された極めて正
確なＧＰＳ時刻情報が含まれている。また、地上のコントロールセグメントにより各ＧＰ
Ｓ衛星８に搭載されている原子時計のわずかな時刻誤差が測定されており、衛星信号には
その時刻誤差を補正するための時刻補正パラメーターも含まれている。電子時計１０は、
１つのＧＰＳ衛星８から送信された衛星信号を受信し、その中に含まれるＧＰＳ時刻情報
と時刻補正パラメーターとを使用して得られた正確な時刻（時刻情報）を内部時刻とする
。
【００１９】
　衛星信号にはＧＰＳ衛星８の軌道上の位置を示す軌道情報も含まれている。電子時計１
０は、ＧＰＳ時刻情報と軌道情報とを使用して測位計算を行うことができる。測位計算は
、電子時計１０の内部時刻にある程度の誤差が含まれていることを前提として行われる。
　すなわち、電子時計１０の三次元の位置を特定するためのｘ，ｙ，ｚパラメーターに加
えて時刻誤差も未知数になる。そのため、電子時計１０は、一般的には４つ以上のＧＰＳ
衛星８からそれぞれ送信された衛星信号を受信し、その中に含まれるＧＰＳ時刻情報と軌
道情報を使用して測位計算を行い、現在地の位置情報を求める。
【００２０】
［電子時計の概略構成］
　図２は、電子時計を表面側から見た平面図であり、図３は、電子時計の概略を示す部分
断面図である。本実施形態の電子時計１０は、詳細は後述するが、時間計測機能であるク
ロノグラフ機能を実行する第１機能部と、衛星信号の受信機能を実行する第２機能部とを
備える。
【００２１】
　電子時計１０は、図２および図３に示すように、外装ケース３０と、カバーガラス３３
と、裏蓋３４とを備えている。外装ケース３０は、金属で形成された円筒状のケース３１
に、セラミックで形成されたベゼル３２が嵌合されて構成されている。このベゼル３２の
内周側に、プラスチックで形成されたリング状のダイヤルリング４０を介して、円盤状の
文字板１１が時刻表示部分として配置されている。
【００２２】
　文字板１１には、指針２１，２２，２３が備えられている。また、文字板１１には、中
心より、２時方向に円形の第１小窓７０と指針７１とが、１０時方向に円形の第２小窓８
０と指針８１とが、６時方向に本発明の小窓に相当する円形の第３小窓９０と本発明の指
針に相当する指針９１とが、４時方向に矩形のカレンダー小窓１５とが、設けられている
。文字板１１、指針２１，２２，２３、第１小窓７０、第２小窓８０、第３小窓９０およ
びカレンダー小窓１５などは、カバーガラス３３を透して、視認可能となっている。
　また、文字板１１の裏面側にはカレンダー車（日車）１６が配置され、このカレンダー
車１６はカレンダー小窓１５から視認可能となっている。
　なお、これら各小窓７０，８０，９０の位置はこれに限られず、それぞれが異なる位置
に設けられていてもよい。
【００２３】
　外装ケース３０の側面には、文字板１１の中心より、８時方向の位置にＡボタン６１と
、１０時方向の位置にＢボタン６２と、２時方向の位置にＣボタン６３と、４時方向の位
置にＤボタン６４と、３時方向の位置にリューズ５０とが、設けられている。これらのＡ



(6) JP 6361210 B2 2018.7.25

10

20

30

40

50

ボタン６１、Ｂボタン６２、Ｃボタン６３、Ｄボタン６４およびリューズ５０が操作され
ることにより、操作に応じた操作信号が出力される。
　なお、本実施形態では、Ｃボタン６３およびＤボタン６４が第１機能（クロノグラフ機
能）に関する操作を行う第１操作部１５７Ａであり、Ａボタン６１およびＢボタン６２が
第２機能（衛星信号の受信機能）に関する操作を行う第２操作部１５７Ｂである。
　Ａボタン６１およびＢボタン６２は、後述する第３小窓９０の目盛表示部９３の受信状
態表示領域９３Ｂ（受信状態を指示する目盛が設けられる領域）に近接した位置である外
装ケース３０の左側面に設けられ、Ｃボタン６３およびＤボタン６４は、目盛表示部９３
の計測時間表示領域９３Ａ（クロノグラフの目盛が設けられる領域）に近接した位置であ
る外装ケース３０の右側面に設けられている。
　したがって、第１操作部１５７Ａ（Ｃボタン６３およびＤボタン６４）は、受信状態表
示領域９３Ｂより計測時間表示領域９３Ａに近い位置つまり計測時間表示領域９３Ａ側に
配置されている。また、第２操作部１５７Ｂ（Ａボタン６１およびＢボタン６２）は、計
測時間表示領域９３Ａより受信状態表示領域９３Ｂに近い位置つまり受信状態表示領域９
３Ｂ側に配置されている。
【００２４】
　電子時計１０は、図３に示すように、金属製の外装ケース３０の二つの開口のうち、表
面側の開口は、ベゼル３２を介してカバーガラス３３で塞がれており、裏面側の開口は金
属で形成された裏蓋３４で塞がれている。
　外装ケース３０の内側には、ベゼル３２の内周に取り付けられているダイヤルリング４
０と、光透過性の文字板１１と、文字板１１を貫通した指針軸２５と、指針軸２５を中心
に周回する指針２１，２２，２３，７１，８１，９１と、カレンダー車１６と、指針２１
，２２，２３，７１，８１，９１およびカレンダー車１６を駆動する駆動機構１４０など
が備えられている。
　指針軸２５は、外装ケース３０の平面視中心を通り、表裏方向に延在する中心軸に沿っ
て設けられている。
【００２５】
　ダイヤルリング４０は、外周端が、ベゼル３２の内周面に接触しているとともに、一面
がカバーガラス３３と並行している平板部分と、内周端が文字板１１に接触するように、
文字板１１側へ傾斜した傾斜部分を備えている。ダイヤルリング４０は、平面視において
はリング形状となっており、断面視においてはすり鉢形状となっている。ダイヤルリング
４０の平板部分と、傾斜部分と、ベゼル３２の内周面と、によりドーナツ形状の収納空間
が形成されており、この収納空間内には、リング状のアンテナ体１１０が収納されている
。
【００２６】
　このアンテナ体１１０は、リング形状の誘電体を基材として、これに金属のアンテナパ
ターンをメッキや銀ペースト印刷などにより形成したものである。このアンテナ体１１０
は、文字板１１の外周に配置されており、ベゼル３２の内周面側に配置され、さらにプラ
スチックで形成されたダイヤルリング４０、およびカバーガラス３３で覆われているため
、良好な受信を確保することが可能となっている。誘電体としては、酸化チタンなどの高
周波で使える誘電材料を樹脂に混ぜて成形することができ、これにより誘電体の波長短縮
と相俟ってアンテナをより小型化できる。
【００２７】
　文字板１１は、外装ケース３０の内側で時刻を表示する円形の板材であり、プラスチッ
クなどの光透過性の材料で形成され、カバーガラス３３との間に指針２１，２２，２３な
どを備え、ダイヤルリング４０の内側に配置されている。
　文字板１１と、駆動機構１４０が取り付けられている地板１２５との間には、光発電を
行うソーラーパネル１３５が備えられている。ソーラーパネル１３５は、光エネルギーを
電気エネルギー（電力）に変換する複数のソーラーセル（光発電素子）を直列接続した円
形の平板である。また、ソーラーパネル１３５は、太陽光の検出機能も有している。文字
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板１１、ソーラーパネル１３５および地板１２５には、指針軸２５と、第１小窓７０の指
針７１、第２小窓８０の指針８１および第３小窓９０の指針９１の指針軸（図示せず）と
が貫通する穴が形成されているとともに、カレンダー小窓１５の開口部が形成されている
。
【００２８】
　駆動機構１４０は、地板１２５に取り付けられ、回路基板１２０で裏面側から覆われて
いる。駆動機構１４０は、ステップモーターと歯車などの輪列とを有し、当該ステップモ
ーターが当該輪列を介して指針軸２５を回転させることにより、表示装置１４１を構成す
る各指針を駆動する。駆動機構１４０は、第１～６駆動機構を備える。
　すなわち、第１駆動機構は、内部時計（現在時刻）の「分」および「時」を示す指針（
分針）２２および指針（時針）２３を駆動する。また、図２に示す指針２１、第１小窓７
０の指針７１、第２小窓８０の指針８１および第３小窓９０の指針９１も同様の駆動機構
（図示略）で駆動される。すなわち、第２駆動機構はクロノグラフ機能の「秒」を示す指
針（クロノグラフ秒針）２１を駆動し、第３駆動機構はクロノグラフ機能の「分」を示す
指針（クロノグラフ分針）７１を駆動し、第４駆動機構は、内部時計の「秒」を示す指針
（小秒針）８１を駆動し、第５駆動機構はクロノグラフ機能の「時」を示す指針（クロノ
グラフ時針）９１を駆動し、第６駆動機構は、カレンダー小窓１５から視認されるカレン
ダー車１６を駆動する。
【００２９】
　回路基板１２０は、本発明の受信手段としての受信部（ＧＰＳモジュール）１２１、お
よび制御装置３００を備えている。回路基板１２０の受信部１２１および制御装置３００
が設けられた裏蓋３４側（裏面側）には、これらの回路部品を覆うための回路押さえ１２
２が設けられている。また、リチウムイオン電池などの二次電池１３０は、地板１２５と
裏蓋３４との間に設けられ、ソーラーパネル１３５が発電した電力で充電される。
　なお、回路押さえ１２２には、二次電池１３０を外装ケース３０内に収めるための開口
が設けられている。また、回路基板１２０とアンテナ体１１０との間には、環状に形成さ
れた地板受リング１１６が配置されている。
【００３０】
　アンテナ体１１０は、給電点を通じて給電され、この給電点には、アンテナ接続ピン１
１５が接続されている。アンテナ接続ピン１１５は金属で形成されたピン状のコネクター
であり、地板受リング１１６を貫通して配置され、回路基板１２０に当接している。これ
により、回路基板１２０と、収納空間内部のアンテナ体１１０とが、アンテナ接続ピン１
１５で接続されている。
【００３１】
［電子時計の表示機構］
　文字板１１の最外周には、図２に示すように、外周を６０分割にする目盛と、さらに、
その目盛を５分割にする１／５目盛とが、表記されている。この目盛を用いて、指針２１
はクロノグラフ機能の「秒」を表示し、指針２２は内部時計の「分」を表示し、指針２３
は内部時計の「時」を表示する。なお、クロノグラフ機能は、Ｃボタン６３と、Ｄボタン
６４との操作で、使用することができる。
【００３２】
　文字板１１に設けられている、円形の第１小窓７０の外周には、外周を６０分割にする
目盛と、「１０」から「６０」までの１０刻みの数字が表記されている。指針７１は、こ
の目盛を用いてクロノグラフ機能の「分」を表示する。
【００３３】
　文字板１１に設けられている円形の第２小窓８０の外周には、外周を６０分割にする目
盛と、「０」から「１１」までの数字が表記されている。指針８１は、この目盛を用いて
内部時計の「秒」を表示する。
　第２小窓８０の５２秒の位置にアルファベットの「Ｙ」と、３８秒の位置にアルファベ
ットの「Ｎ」の英字が表記されている。この英字は、本発明の小窓に設けられる受信結果
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を示す表示に該当し、衛星から受信した衛星信号に基づく各種情報の取得結果（Ｙ：受信
（取得）成功、Ｎ：受信（取得）失敗）と、衛星信号の自動受信（Ｙ：自動受信ＯＮ、Ｎ
：自動受信ＯＦＦ）の設定とを表す。ユーザーがＢボタン６２を操作することにより、受
信結果の表示モードに移行すると、指針８１が「Ｙ」または「Ｎ」のいずれか一方を指示
し、衛星信号の取得結果を表示する。また、ユーザーがＡボタン６１とＢボタン６２とを
操作して、指針８１を「Ｙ」または「Ｎ」に合わせることで、衛星信号の自動受信のＯＮ
／ＯＦＦを設定することができる。
【００３４】
　また、第２小窓８０は、文字板１１の左半分の領域に位置しているため、アルファベッ
トの「Ｙ」，「Ｎ」は、幅の広い指針２２，２３が当該第２小窓８０に重なるように位置
した場合でも、当該アルファベット「Ｙ」，「Ｎ」が認識し易いように第２小窓８０の左
半分の領域の外縁近傍に配置されている。
　なお、本実施形態では、５２秒の位置に「Ｙ」の表記が、３８秒の位置に「Ｎ」の表記
が、設けられているが、これに限定されるものではない。「Ｙ」と「Ｎ」との表記は、受
信結果表示を含む小窓が設けられる位置に応じて、視認しやすい位置に設けることが好ま
しい。例えば、第２小窓８０が文字板１１の右半分の領域に位置している場合には、アル
ファベット「Ｙ」，「Ｎ」を第２小窓８０の右半分の領域の外縁近傍に配置するようにし
てもよい。
【００３５】
　文字板１１に設けられている円形の第３小窓９０の外周に表示された円環状の表示領域
である目盛表示部９３について説明する。以下の外周の範囲の説明において、「ｎ時方向
」（ｎは任意の自然数）とあるが、これは第３小窓９０の中央から円形の外周をみたとき
の方向である。
　目盛表示部９３における第３小窓９０の０時（１２時）方向から６時方向までの領域（
以下、計測時間表示領域９３Ａという）には、この計測時間表示領域９３Ａを６分割する
目盛と「０」から「６」までの数字が表記されている。すなわち、目盛表示部９３の計測
時間表示領域９３Ａは目盛表示部９３の０時（１２時）と６時とを結んだ仮想線を基準と
した右側に設けられている。なお、第３小窓９０は、文字板１１の６時位置側に設けられ
ているので、時計の１２時と６時を結んだ仮想線は、前記目盛表示部９３の０時と６時と
を結んだ仮想線と重なるため、前記計測時間表示領域９３Ａは時計の１２時と６時を結ん
だ仮想線を基準とした右側に設けられている。指針９１は、この計測時間表示領域９３Ａ
の目盛を用いて、第１機能（時間計測機能）であるクロノグラフ機能の「時」を表示する
。なお、クロノグラフ機能では、指針２１，７１，９１を使用して５時間５９分５９秒ま
での計時が可能となっている。
【００３６】
　目盛表示部９３における第３小窓９０の６時方向から７時方向の領域（以下、夏時間表
示領域９３Ｄという）には、「ＤＳＴ」の英字と「ＯＮ、ＯＦＦ」の英字が表記されてい
る。ＤＳＴ（daylight saving time）は夏時間を意味する。前記ＯＮ、ＯＦＦの英字は、
夏時間（ＤＳＴ：夏時間ＯＮ、○：夏時間ＯＦＦ）の設定を表す。ユーザーがリューズ５
０とＢボタン６２を操作して、指針９１を「ＯＮ」または「ＯＦＦ」に合わせることで、
電子時計１０に夏時間のＯＮ／ＯＦＦを設定することができる。
　すなわち、夏時間表示領域９３Ｄは、後述する目盛表示部９３の左半分の領域における
電圧状態表示領域９３Ｃの下側に設けられる。
【００３７】
　目盛表示部９３における第３小窓９０の７時方向から９時方向までの領域（以下、電圧
状態表示領域９３Ｃという）には、円周に沿って、「Ｅ」、「Ｍ」、「Ｆ」の英字（目盛
）が表記されている。ここで、目盛「Ｆ」は「Ｆｕｌｌ」の略であり、「Ｍ」は「Ｍｉｄ
ｄｌｅ」の略であり、「Ｅ」は「Ｅｍｐｔｙ」の略である。この英字は、電源としての二
次電池１３０のパワーインジケーターであり、電池の残量に応じて、指針９１が「Ｅ」、
「Ｍ」、「Ｆ」のいずれかを指し示す。
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　なお、電圧状態表示領域９３Ｃにおける「Ｅ」、「Ｍ」、「Ｆ」は、図２に示すように
、略７時方向に電圧状態が最も低い「Ｅ」が配置され、略９時方向に二次電池１３０の電
圧状態が最も高い「Ｆ」の表示が配置され、これらの間に「Ｍ」が配置される。すなわち
、電圧状態表示領域９３Ｃには、時計回りに指針９１が進行するほど、電圧状態が高くな
るように「Ｅ，Ｍ，Ｆ」の順で各英字が並べられている。
【００３８】
　目盛表示部９３における第３小窓９０の１０時方向から１２時方向までの領域（以下、
受信状態表示領域９３Ｂという）には、第２機能である衛星信号受信機能に関する表示が
なされる。すなわち、１０時方向の受信状態表示領域９３Ｂには、「ＯＦＦ」の英字が表
記されている。この英字は、機内モード（受信禁止モード）を表す。航空機の離着陸時は
、航空法によって衛星信号の受信が禁止されている。また、受信状態表示領域９３Ｂには
、「ＴＩＭＥ」の英字と「ＦＩＸ」の英字が表記されている。これらの英字は、衛星信号
の受信モードを表す。「ＴＩＭＥ」はＧＰＳ時刻情報を受信し内部時刻を修正する測時モ
ードを示し、「ＦＩＸ」はＧＰＳ時刻情報と軌道情報とを受信して位置情報を算出する測
位モードを示す。
　なお、受信状態表示領域９３Ｂにおける各記号は、図２に示すように、受信状態表示領
域９３Ｂの略１０時方向に衛星信号を受信しない「ＯＦＦ」が配置され、受信状態表示領
域９３Ｂの略１１時方向に最も衛星信号を受信する時間が長い「ＦＩＸ」が配置され、こ
れらの間に衛星信号を受信する時間が比較的短い「ＴＩＭＥ」が配置される。すなわち、
受信状態表示領域９３Ｂには、時計回りに指針９１が進行するほど衛星の受信時間が長く
なるように「ＯＦＦ，ＴＩＭＥ，ＦＩＸ」の順で各英字が並べられている。
　上述したように、目盛表示部９３の受信状態表示領域９３Ｂは、時計の１２時と６時を
結んだ仮想線（目盛表示部９３の０時と６時とを結んだ仮想線）を基準とした左側に設け
られている。すなわち、本実施形態では、計測時間表示領域９３Ａは、上記仮想線の右側
に設けられ、当該計測時間表示領域９３Ａ以外の領域である電圧状態表示領域９３Ｃ、夏
時間表示領域９３Ｄ、および受信状態表示領域９３Ｂは、左側に設けられている。また、
上記仮想線の左側には、電圧状態表示領域９３Ｃを挟むように受信状態表示領域９３Ｂお
よび夏時間表示領域９３Ｄが設けられている。
【００３９】
　カレンダー小窓１５は、文字板１１を矩形状に開口した開口部に設けられており、開口
部から日車の数字が視認可能となっている。この数字は、年月日の「日」を表す。
【００４０】
　ここで、協定世界時（ＵＴＣ）と、時差と、標準時と、タイムゾーン（Time zone）と
の関係を説明する。
　タイムゾーンとは、共通の標準時を使用する地域のことであり、現在、４０種類のタイ
ムゾーンが存在している。各タイムゾーンは、標準時とＵＴＣとの時差で区別され、例え
ば、日本は、ＵＴＣより９時間進んだ標準時を使用する、＋９時間のタイムゾーンに属し
ている。各タイムゾーンで使用されている標準時は、ＵＴＣと、ＵＴＣとの時差とで求め
ることができる。
【００４１】
　上述したように、文字板１１には、６０分割された分および秒を表示する目盛が刻まれ
、文字板１１の外周部を囲むダイヤルリング４０には、この目盛に沿って、協定世界時（
ＵＴＣ）との時差を表す時差情報４５が数字と、数字以外の記号と、で表記されている。
数字の時差情報４５は整数の時差であり、記号の時差情報４５は整数以外の時差であるこ
とを表している。指針２２，２３，８１で表示された内部時刻と、ＵＴＣとの時差は、リ
ューズ５０の操作により指針２１の指し示す時差情報４５で確認することができる。
　また、ダイヤルリング４０の周囲に設けられているベゼル３２には、ダイヤルリング４
０に表記されている時差情報４５の時差に対応した標準時を使用しているタイムゾーンの
代表都市名を表す都市情報３５が、時差情報４５に併記されている。ここで、時差情報４
５と都市情報３５との表記をタイムゾーン表示４６という。本実施形態では、全世界で使
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用されているタイムゾーンの数と等しいタイムゾーン表示４６が表記されている。
【００４２】
［電子時計の電気的機構］
　図４は、電子時計の電気制御ブロック図である。
　電子時計１０は、図４に示すように、ＣＰＵ（中央処理装置）で構成される制御装置３
００と、ＲＡＭ（Random Access Memory）やＲＯＭ（Read Only Memory）で構成される記
憶装置１５０と、受信装置（ＧＰＳモジュール）１２１、操作部１５７、駆動機構１４０
、計時装置１５５の周辺装置とを備えている。これらの各装置は、データバスを介してデ
ータを送受信する。操作部１５７は、リューズ５０と、第１操作部１５７ＡであるＣボタ
ン６３およびＤボタン６４と、第２操作部１５７ＢであるＡボタン６１およびＢボタン６
２とを備える。なお、電子時計１０は、電源となる充電可能な二次電池１３０（図３参照
）を内蔵している。二次電池１３０は、ソーラーパネル１３５から充電回路１３６を介し
て供給される電力で充電される。
【００４３】
　受信部１２１は、アンテナ体１１０に接続され、アンテナ体１１０を介して受信した衛
星信号を処理してＧＰＳ時刻情報や位置情報を取得する。アンテナ体１１０は、地球の上
空を所定の軌道で周回している複数のＧＰＳ衛星８（図１参照）から送信され、図２に示
すカバーガラス３３とダイヤルリング４０とを通過した衛星信号の電波を受信する。
【００４４】
　そして、受信部１２１（図３参照）は、通常のＧＰＳ装置と同様に、ＧＰＳ衛星８（図
１参照）から送信される衛星信号を受信してデジタル信号に変換するＲＦ（Radio Freque
ncy）部と、受信信号の相関判定を実行して航法メッセージを復調するＢＢ部（ベースバ
ンド部）と、ＢＢ部で復調された航法メッセージ（衛星信号）からＧＰＳ時刻情報や位置
情報（測位情報）を取得して出力する情報取得手段と、を備えている。したがって、受信
部１２１によって受信手段が構成される。
【００４５】
　ＲＦ部は、バンドパスフィルター、ＰＬＬ回路、ＩＦフィルター、ＶＣＯ（Voltage Co
ntrolled Oscillator）、ＡＤＣ（Ａ／Ｄ変換器）、ミキサー、ＬＮＡ（Low Noise Ampli
fier）、ＩＦアンプ等を備えている。バンドパスフィルターで抜き出された衛星信号は、
ＬＮＡで増幅された後、ミキサーでＶＣＯの信号とミキシングされ、ＩＦ（Intermediate
 Frequency：中間周波数）にダウンコンバートされる。ミキサーでミキシングされたＩＦ
は、ＩＦアンプ、ＩＦフィルターを通り、ＡＤＣでデジタル信号に変換される。
【００４６】
　ＢＢ部は、ＧＰＳ衛星８で送信時に使用されたものと同一のＣ／Ａコードからなるロー
カルコードを生成するローカルコード生成部と、ローカルコードとＲＦ部から出力される
受信信号との相関値を算出する相関部とを備える。そして、相関部で算出された相関値が
所定の閾値以上であれば、受信した衛星信号に用いられたＣ／Ａコードと、生成したロー
カルコードとが一致していることになり、衛星信号を捕捉（同期）することができる。こ
のため、受信した衛星信号を、ローカルコードを用いて相関処理することで、航法メッセ
ージを復調することができる。
【００４７】
　情報取得手段は、ＢＢ部で復調した航法メッセージからＧＰＳ時刻情報や位置情報を取
得する。航法メッセージには、プリアンブルデータおよびＨＯＷワードのＴＯＷ（Time o
f Week、「Ｚカウント」ともいう）、各サブフレームデータが含まれている。サブフレー
ムデータは、サブフレーム１からサブフレーム５まであり、各サブフレームには、例えば
、週番号データや衛星健康状態データを含む衛星補正データ等や、エフェメリス（ＧＰＳ
衛星８毎の詳細な軌道情報）や、アルマナック（全ＧＰＳ衛星８の概略軌道情報）などの
データが含まれている。したがって、情報取得手段は、受信した航法メッセージから所定
のデータ部分を抽出することにより、ＧＰＳ時刻情報や航法情報を取得することができる
。
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【００４８】
　また、サブフレーム４および５は、全衛星の軌道情報（アルマナック）や電離層補正情
報が含まれ、これらはデータ数が多いためにページ単位に分割されてサブフレームに収容
される。すなわち、サブフレーム４および５により送信されるデータは、それぞれページ
１～２５に分割されており、フレームごとに異なるページの内容が順番に送られている。
すべてのページの内容を送信するには２５フレームを必要とするため、航法メッセージの
全情報を受信するには１２分３０秒の時間を要する。なお、閏秒情報（閏秒更新情報）は
、サブフレーム４のページ１８に格納されており、当該サブフレーム４のページ１８を受
信すれば、閏秒情報を取得できる。
【００４９】
［計時装置］
　計時装置１５５は、二次電池１３０に蓄積された電力で駆動される水晶振動子等を備え
、水晶振動子の発振信号に基づく基準信号を用いて時刻データを更新する。
【００５０】
［記憶装置］
　電子時計１０の記憶装置１５０は、前述したように、ＲＯＭおよびＲＡＭを備える。Ｒ
ＯＭには、制御装置３００で実行されるプログラムやタイムゾーン情報などが記憶される
。タイムゾーン情報とは、共通の標準時を使用する地域（タイムゾーン）の位置情報（緯
度・経度）と、ＵＴＣに対する時差と、を管理するデータである。
　制御装置３００は、記憶装置１５０のＲＡＭを作業領域として使用し、ＲＯＭに記憶さ
れたプログラムを実行することにより、各種の演算、制御および計時を行う。この計時は
、例えば、図示しない発振回路からの基準信号のパルス数を計数することによって行われ
る。
【００５１】
　制御装置３００は、ＧＰＳ時刻情報と時刻補正パラメーターとから算出した時刻情報と
、ＧＰＳ時刻情報と軌道情報とから算出した現在地の位置情報（緯度、経度）と、ＲＯＭ
に記憶されたタイムゾーン情報とに基づいて内部時計を修正する。制御装置３００は、内
部時刻が表示されるように、駆動機構１４０を駆動する制御を行う。これにより、電子時
計１０には、指針２２，２３，８１（図２参照）により内部時刻が表示される。
【００５２】
　なお、記憶装置１５０には、位置情報衛星の軌道情報（アルマナック、エフェメリス）
は記憶されていない。電子時計１０は、腕時計であり、記憶装置１５０の容量にも制約が
あり、また、二次電池１３０の容量にも制約があって軌道情報を取得するために長時間の
受信を行うことが難しいためである。したがって、電子時計１０の受信処理は、軌道情報
を有していないコールドスタート状態で行われる。
【００５３】
［制御装置］
　制御装置３００は、電子時計１０を制御するＣＰＵで構成されている。制御装置３００
は、第２機能部３０１と、第１機能部（クロノグラフ部）３３０と、タイムゾーン設定部
３４０と、タイムゾーン修正部３５０と、時刻修正部３６０を備える。また、第２機能部
３０１は、衛星信号の受信機能を実行する受信機能部であり、測時用第２機能部３１０と
測位用第２機能部３２０とを備える。
【００５４】
［第２機能部（測時用第２機能部）］
　測時用第２機能部３１０は、受信部１２１を作動して測時モードでの受信処理を行う測
時部で構成される。本実施形態では、測時用第２機能部３１０は、自動受信処理と手動受
信処理とで測時モードでの受信処理を実行する。
　自動受信処理は、定時自動受信処理と、光自動受信処理の２種類がある。すなわち、測
時用第２機能部３１０は、計時している内部時刻データが、記憶装置１５０に記憶された
定時受信時刻になった場合に、受信部１２１を作動して測時モードでの定時自動受信処理
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を行う。
　また、測時用第２機能部３１０は、ソーラーパネル１３５の発電電圧または発電電流が
設定値以上となり、屋外においてソーラーパネル１３５に日光が照射していると判断でき
る場合に、受信部１２１を作動して測時モードでの光自動受信処理を行う。なお、ソーラ
ーパネル１３５の発電状態で受信部１２１を作動する処理の回数は、１日に１回などに制
約してもよい。
　さらに、ユーザーが第２操作部１５７ＢのＢボタン６２を第１設定時間（３秒以上、６
秒未満）押して強制受信操作を行った場合、測時用第２機能部３１０は、受信部１２１を
作動して測時モードでの手動受信処理を行う。
【００５５】
　測時用第２機能部３１０は、受信部１２１で少なくとも１つのＧＰＳ衛星８を捕捉し、
そのＧＰＳ衛星８から送信される衛星信号を受信して時刻情報を取得する。そして、時刻
修正部３６０は、時刻情報の取得に成功した場合、取得した時刻情報で現在時刻表示を更
新する。
【００５６】
［第２機能部（測位用第２機能部）］
　測位用第２機能部３２０は、ユーザーが第２操作部１５７ＢのＢボタン６２を第２設定
時間（６秒以上）押して離した場合に、受信部１２１を作動して測位モードでの受信処理
を行う。したがって、Ｂボタン６２は、測時モードおよび測位モードの受信処理の実行を
指示する受信ボタンである。
【００５７】
　測位用第２機能部３２０は、測位モードでの受信処理を開始すると、受信部１２１で少
なくとも３個、好ましくは４個以上のＧＰＳ衛星８を捕捉し、各ＧＰＳ衛星８から送信さ
れる衛星信号を受信して時刻情報を取得し、さらに位置情報を算出して取得する。
　そして、制御装置３００は、位置情報の取得に成功した場合、取得した位置情報（緯度
、経度）に基づいてタイムゾーンデータ（時差情報）を取得して設定する。
　例えば、日本標準時（ＪＳＴ）は、ＵＴＣに対して９時間進めた時刻（ＵＴＣ＋９）で
あるため、測位モードで取得した位置情報が日本である場合には、制御装置３００は、日
本標準時の時差情報（＋９時間）を設定する。このため、指針２２，２３，８１で表示さ
れる時刻は、ＵＴＣにタイムゾーンデータを加算した時刻となる。
【００５８】
［第１機能部］
　第１機能部３３０は、本実施形態ではクロノグラフ機能を実行する。時刻表示モードに
おいて、第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押されると、第１機能部３３０が実行され
、クロノグラフがスタートする。また、Ｃボタン６３が再度押されると、クロノグラフが
ストップし、ストップ状態で第１操作部１５７ＡのＤボタン６４が押されると、クロノグ
ラフがリセットされて時刻表示モードに戻る。したがって、Ｃボタン６３およびＤボタン
６４は、第１機能部３３０の実行を指示する機能ボタンであり、第１機能に関する操作を
行う第１操作部１５７Ａである。
【００５９】
［タイムゾーン設定部］
　タイムゾーン設定部３４０は、測位用第２機能部３２０で位置情報の取得に成功した場
合、取得した位置情報（緯度、経度）に基づいてタイムゾーンデータを設定する。具体的
には、記憶装置１５０に記憶されたタイムゾーンデータ記憶部から位置情報に対応するタ
イムゾーンデータ（タイムゾーン情報つまり時差情報）を選択して取得し、タイムゾーン
データとして設定する。
【００６０】
［タイムゾーン修正部］
　タイムゾーン修正部３５０は、タイムゾーン設定部３４０がタイムゾーン情報を設定す
ると、指針２２，２３，８１で表示される時刻を、前記タイムゾーンデータを用いて修正
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する。
【００６１】
［時刻修正部］
　時刻修正部３６０は、測時用第２機能部３１０や測位用第２機能部３２０の受信処理で
時刻情報の取得に成功した場合、取得した時刻情報に基づいて駆動機構１４０によって指
針２１，２２，２３を移動し、時刻表示を更新する。
【００６２】
［電子時計の制御］
　次に、電子時計１０の制御処理について、図５～９のフローチャートも参照して説明す
る。
［通常時刻表示モード］
　図５は、電子時計１０において、通常時刻（現在時刻）を表示する通常時刻表示モード
Ｓ１の処理を示すフローチャートである。この通常時刻表示モードでは、計時装置１５５
で計時される通常時刻が指針（時針）２３、指針（分針）２２、指針（小秒針）８１によ
り表示される。また、カレンダー小窓１５に表示される日車の数字で日を示す。また、通
常時刻表示モードにおいては、電源である二次電池１３０の電源電圧検出機能が実行され
る。
【００６３】
　この通常時刻表示モードにおいて、制御装置３００は、ボタン操作があるかを判定する
（Ｓ２）。Ｓ２でＮｏと判定されると、制御装置３００は、電池電圧検出タイミングにな
ったか否かを判定する（Ｓ３）。この電池電圧検出タイミングは、本実施形態では１分間
隔に設定している。Ｓ３でＮｏと判定された場合は、制御装置３００はＳ２に戻って処理
を継続する。
【００６４】
　Ｓ３でＹｅｓと判定されると、電源電圧検出機能を実行する制御装置３００は、電池電
圧検出処理を行う（Ｓ４）。
　次に、制御装置３００は、Ｓ４で検出した電池電圧（電池残量）が第１閾値（例えば、
４．０Ｖ）以上であるかを判定する（Ｓ５）。
【００６５】
　制御装置３００は、Ｓ５でＹｅｓと判定すると、指針（モード針）９１を第３小窓９０
の目盛表示部９３における電圧状態表示領域９３Ｃの「Ｆ」を指示する位置に移動し、受
信許可モードに設定する（Ｓ６）。
　制御装置３００は、Ｓ５でＮｏと判定すると、Ｓ４で検出した電池電圧が第２閾値（例
えば、３．６Ｖ）以上であるかを判定する（Ｓ７）。
　制御装置３００は、Ｓ７でＹｅｓと判定すると、つまり検出した電池電圧が３．６Ｖ以
上、４．０Ｖ未満の場合、指針（モード針）９１を第３小窓９０の目盛表示部９３のうち
の電圧状態表示領域９３Ｃの「Ｍ」を指示する位置に移動し、受信許可モードに設定する
（Ｓ８）。
　制御装置３００は、Ｓ７でＮｏ判定すると、つまり検出した電池電圧が３．６Ｖ未満（
検出できなかった場合も含む）の場合、指針（モード針）９１を第３小窓９０の目盛表示
部９３のうちの電圧状態表示領域９３Ｃの「Ｅ」を指示する位置に移動し、受信禁止モー
ドに設定する（Ｓ９）。
【００６６】
　したがって、ユーザーは、二次電池１３０の電池残量が十分にあるのか（Ｆの場合）、
半分程度であるのか（Ｍの場合）、ほとんど無く受信できない状態であるのか（Ｅの場合
）を容易に判断できる。
　そして、制御装置３００は、Ｓ６，Ｓ８，Ｓ９の処理後は、通常時刻表示モードＳ１の
スタートに戻る。すなわち、通常時刻表示モードが選択されている場合（電源電圧検出機
能が実行されている際）には、指針９１は、目盛表示部９３の電圧状態表示領域９３Ｃの
「Ｅ，Ｍ，Ｆ」のいずれかの記号を指示する。
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【００６７】
　また、制御装置３００は、Ｓ２でボタン操作有りと判定した場合（Ｓ２でＹｅｓ）、図
６に示す機能実行処理Ｓ１０を実行する。
【００６８】
［機能実行処理］
　機能実行処理Ｓ１０が実行されると、制御装置３００は、Ａボタン６１、Ｂボタン６２
、Ｃボタン６３、Ｄボタン６４のいずれのボタンがどのように操作されたかを判定する。
　具体的には、受信関係の機能を実行する第２操作部１５７ＢのＢボタン６２を操作した
場合、制御装置３００は、Ｂボタン６２が第１設定時間（例えば、３秒以上、６秒未満）
押されたかを判定し（Ｓ１１）、Ｓ１１でＮｏの場合はＢボタン６２が第２設定時間（例
えば、６秒以上）押されたかを判定し（Ｓ１２）、Ｓ１２でＮｏの場合はＢボタン６２が
第１設定時間未満（例えば、３秒未満）押されたかを判定する（Ｓ１３）。
　また、制御装置３００は、Ｓ１３でＮｏの場合は第２操作部１５７ＢのＡボタン６１が
所定時間（例えば、３秒以上）押されたかを判定し（Ｓ１４）、Ｓ１４でＮｏの場合は第
１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押されたかを判定し（Ｓ１５）、Ｓ１５でＮｏの場合
はリューズが０段目から１段目に引かれた状態（１段引き状態）で第２操作部１５７Ｂの
Ｂボタン６２が所定時間（例えば、３秒以上）押されたかを判定する（Ｓ１６）。
【００６９】
　一方、制御装置３００は、Ｓ１１でＹｅｓと判定した場合は、測時用第２機能部３１０
を実行し（Ｓ２０）、Ｓ１２でＹｅｓと判定した場合は、測位用第２機能部３２０を実行
し（Ｓ３０）、Ｓ１３でＹｅｓと判定した場合は、受信結果表示処理を実行する（Ｓ１７
）。ただし、Ｓ９で受信禁止に設定されている場合は、Ｓ２０，Ｓ３０の処理は禁止され
る。
　また、制御装置３００は、Ｓ１４でＹｅｓと判定した場合は、受信の許可（ＯＮ）、禁
止（ＯＦＦ）の切替処理を実行し（Ｓ１８）、Ｓ１５でＹｅｓと判定した場合は、第１機
能部３３０を実行し（Ｓ４０）、Ｓ１６でＹｅｓと判定した場合は、ＤＳＴ（サマータイ
ム）のＯＮ／ＯＦＦの切替処理を実行する（Ｓ１９）。
　そして、制御装置３００は、各処理Ｓ２０，Ｓ３０，Ｓ１７，Ｓ１８，Ｓ４０，Ｓ１９
を実行した場合と、Ｓ１６でＮｏと判定した場合は、図５の通常時刻表示モードＳ１に戻
る。
　以下に前記各処理Ｓ２０，Ｓ３０，Ｓ１７，Ｓ１８，Ｓ４０，Ｓ１９について説明する
。
【００７０】
［測時用第２機能部実行処理］
　図７は測時用第２機能部実行処理（測時受信処理）Ｓ２０を示すフローチャートである
。
　第２操作部１５７ＢのＢボタン６２を第１設定時間押したことで、測時用第２機能部３
１０の実行処理Ｓ２０が開始されると、図７に示すように、測時用第２機能部３１０は測
時モードでの受信を開始する（Ｓ２１）。また、測時用第２機能部３１０は、指針（モー
ド針）９１を測時モードを指示する位置、つまり目盛表示部９３の受信状態表示領域９３
Ｂに表示される「ＴＩＭＥ」を指示する位置に移動する（Ｓ２２）。
【００７１】
　測時用第２機能部３１０は、第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押されたかを判定す
る（Ｓ２３）。測時用第２機能部３１０は、Ｓ２３でＹｅｓと判定した場合、受信を中止
し（Ｓ２４）、第１機能部３３０の実行処理Ｓ４０を開始する。
　すなわち、本実施形態では、受信中に、クロノグラフ機能のスタートボタン（Ｃボタン
６３）が押された場合には、受信を中止してクロノグラフをスタートする。第１機能部３
３０の実行処理Ｓ４０の詳細は後述する。
【００７２】
　測時用第２機能部３１０は、Ｓ２３でＮｏと判定した場合、第２操作部１５７ＢのＡボ
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タン６１が押されたかを判定する（Ｓ２５）。測時用第２機能部３１０は、Ｓ２５でＹｅ
ｓと判定した場合、受信を中止し（Ｓ２４）、測時用第２機能部実行処理Ｓ２０を終了す
る。すなわち、本実施形態では、測時モードでの受信中にＡボタン６１が押されると、測
時用第２機能部３１０は受信処理をキャンセルして中止する。したがって、Ａボタン６１
は、第２機能に関する操作を行う第２操作部１５７Ｂであり、測時用第２機能部３１０の
実行の中断を指示するボタンである。
　そして、測時用第２機能部３１０は、Ｓ２５でＮｏと判定した場合、測時モードでの受
信に成功したかを判定する（Ｓ２６）。測時用第２機能部３１０は、Ｓ２６でＮｏと判定
した場合、予め設定された受信時間（例えば３０秒）が経過したかを判定し（Ｓ２７）、
Ｓ２７でＮｏと判定した場合はＳ２３に戻って処理を継続する。
　一方、測時用第２機能部３１０は、Ｓ２７でＹｅｓと判定した場合、つまり３０秒経過
しても衛星信号の受信に成功しない場合は、電子時計１０が衛星信号を受信できない環境
に配置されていると判断し、測時用第２機能部実行処理Ｓ２０を終了する。
【００７３】
　測時用第２機能部３１０は、受信に成功してＳ２６でＹｅｓと判定すると、取得した時
刻情報を用いて時刻修正処理を行い（Ｓ２８）、指針２２，２３，８１で表示される表示
時刻（現時刻）を更新する（Ｓ２９）。なお、この現時刻は、前回の測位受信やユーザー
がリューズ５０を操作することで設定したタイムゾーンに対応した場所の時刻であり、通
常は、電子時計１０を装着したユーザーが滞在している現地のローカルタイムである。
【００７４】
　測時用第２機能部３１０は、Ｓ２７でＹｅｓと判定つまり受信に失敗した場合と、Ｓ２
９で表示時刻更新が終了した場合と、Ｓ２５でＹｅｓと判定つまり受信の中断が指示され
た場合は、測時用第２機能部実行処理Ｓ２０を終了し、図５，６に示すように、通常時刻
表示モードＳ１に戻る。
【００７５】
［測位用第２機能部実行処理］
　図８は測位用第２機能部実行処理（測位受信処理）Ｓ３０を示すフローチャートである
。
　第２操作部１５７ＢのＢボタン６２を第２設定時間押したことで、測位用第２機能部３
２０の実行処理Ｓ３０が開始されると、図８に示すように、測位用第２機能部３２０は測
位モードでの受信を開始する（Ｓ３１）。また、測位用第２機能部３２０は、指針（モー
ド針）９１を測位モードを指示する位置、つまり目盛表示部９３の受信状態表示領域９３
Ｂに表示される「ＦＩＸ」を指示する位置に移動する（Ｓ３２）。
【００７６】
　測位用第２機能部３２０は、第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押されたかを判定す
る（Ｓ３３）。測位用第２機能部３２０は、Ｓ３３でＹｅｓと判定した場合、測時用第２
機能部３１０と同じく、受信を中止し（Ｓ３４）、第１機能部３３０の実行処理Ｓ４０を
開始する。
【００７７】
　測位用第２機能部３２０は、Ｓ３３でＮｏと判定した場合、第２操作部１５７ＢのＡボ
タン６１が押されたかを判定する（Ｓ３５）。測位用第２機能部３２０は、Ｓ３５でＹｅ
ｓと判定した場合、受信を中止し（Ｓ３４）、測位用第２機能部実行処理Ｓ３０を終了す
る。すなわち、測位モードでの受信中に、Ａボタン６１が押された場合も、測時モードで
の受信中と同じく、測位用第２機能部３２０は受信処理をキャンセルして中止する。した
がって、Ａボタン６１は、測時用第２機能部３１０および測位用第２機能部３２０の実行
の中断を指示するボタンとして兼用されている。
　そして、測位用第２機能部３２０は、Ｓ３５でＮｏと判定した場合、測位モードでの受
信に成功したかを判定する（Ｓ３６）。測位用第２機能部３２０は、Ｓ３６でＮｏと判定
した場合、予め設定された受信時間（例えば２分）が経過したかを判定し（Ｓ３７）、Ｓ
３７でＮｏと判定した場合はＳ３３に戻って処理を継続する。
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　一方、測位用第２機能部３２０は、Ｓ３７でＹｅｓと判定した場合、つまり２分経過し
ても衛星信号の受信に成功しない場合は、電子時計１０が少なくとも３つのＧＰＳ衛星８
を捕捉して衛星信号を受信できない環境に配置されていると判断し、測位用第２機能部実
行処理Ｓ３０を終了する。
【００７８】
　測位用第２機能部３２０は、受信に成功してＳ３６でＹｅｓと判定すると、取得した時
刻情報を用いて時刻修正処理を行い（Ｓ３８）、算出した位置情報に基づいてタイムゾー
ンを修正し（Ｓ３９）、指針２２，２３，８１を移動して修正されたタイムゾーンの現時
刻（ローカルタイム）を更新する（Ｓ５０）。
【００７９】
　測位用第２機能部３２０は、Ｓ３７でＹｅｓと判定、つまり受信に失敗した場合と、Ｓ
５０で表示時刻更新が終了した場合と、Ｓ３５でＹｅｓと判定つまり受信の中断が指示さ
れた場合は、測位用第２機能部実行処理Ｓ３０を終了し、図５，６に示すように、通常時
刻表示モードＳ１に戻る。
【００８０】
［受信結果表示］
　第２操作部１５７ＢのＢボタン６２を第１設定時間（例えば３秒）未満押したことで、
受信結果表示処理Ｓ１７が実行されると、制御装置３００は、前回の受信結果を表示する
。具体的には、制御装置３００は、指針（モード針）９１を、前回の受信モードが測時モ
ードであればＴＩＭＥを指示する位置に移動し、測位モードであればＦＩＸを指示する位
置に移動する。また、制御装置３００は、指針（小秒針）８１を、前回の受信結果が成功
であれば第２小窓８０の「Ｙ」を指示する位置に移動し、前回の受信結果が失敗であれば
第２小窓８０の「Ｎ」を指示する位置に移動する。この受信結果表示は、所定時間（例え
ば５秒）経過すると終了し、通常時刻表示モードＳ１に戻る。また、受信結果表示は、Ｂ
ボタン６２を再度押したり、表示キャンセル用に設定されたボタン（例えばＤボタン６４
）を押すことで終了したりしてもよい。
【００８１】
［受信のＯＮ／ＯＦＦの設定］
　第２操作部１５７ＢのＡボタン６１を設定時間（例えば３秒以上）押したことで、受信
ＯＮ／ＯＦＦ切替処理Ｓ１８が実行されると、制御装置３００は、受信の許可（ＯＮ）、
禁止（ＯＦＦ）の各モードを交互に切り替える。具体的には、制御装置３００は、受信禁
止モード（ＯＦＦモード、機内モード）であれば、指針（モード針）９１を目盛表示部９
３の受信状態表示領域９３Ｂに表示された「ＯＦＦ」を指示する位置に移動する。すなわ
ち、指針９１を目盛表示部９３の「Ｆ」と「ＴＩＭＥ」の間の「ＯＦＦ」を指示する位置
に移動する。
　一方、制御装置３００は、受信許可モード（ＯＮ）であれば、指針９１を通常時刻表示
モードと同じく電池電圧レベルを指示する位置（Ｆ，Ｍ，Ｅのいずれか）に移動する。
　そして、制御装置３００は、受信禁止モード（ＯＦＦモード）に設定されている場合は
、測時用第２機能部３１０、測位用第２機能部３２０の受信処理（自動受信、手動受信の
両方）を禁止する。すなわち、第２操作部１５７ＢのＢボタン６２が第１設定時間や第２
設定時間押されても、測時用第２機能部３１０や測位用第２機能部３２０は処理を開始せ
ず、指針９１を「ＯＦＦ」の位置に移動する。このため、飛行機に搭乗している場合に衛
星信号の受信動作が開始されることを禁止でき、受信操作を行っても指針９１が「ＯＦＦ
」の位置を指示するため、ユーザーは受信禁止モードに設定されていることを容易に把握
できる。
　この受信禁止モード（ＯＦＦ）の表示は、所定時間（例えば５秒）経過すると終了し、
通常時刻表示モードＳ１に戻る。また、受信禁止モード（ＯＦＦ）の表示は、Ａボタン６
１を再度押したり、表示キャンセル用に設定されたボタン（例えばＤボタン６４）を押す
ことで終了してもよい。
【００８２】
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［第１機能部実行処理］
　図９は第１機能部実行処理（クロノグラフ処理）Ｓ４０を示すフローチャートである。
　第１操作部１５７ＡのＣボタン６３を押したことで、第１機能部３３０の実行処理Ｓ４
０が開始されると、図９に示すように、第１機能部３３０はクロノグラフ機能をスタート
する（Ｓ４１）。
　すると、第１機能部３３０は、指針（１／５秒クロノグラフ針）２１、指針（分クロノ
グラフ針）７１、指針（時クロノグラフ針）９１の運針を開始する（Ｓ４２）。具体的に
は、指針２１が１２時位置（０秒位置）から時計回りに動き出す。また、指針９１は、０
時間である０時位置の初期位置に移動する。なお、指針７１は、通常時刻表示モードで０
分である６０分位置に位置しているので、その状態のままスタートする。
【００８３】
　指針２１は６０秒経過する毎に１周移動し、指針７１は指針２１が１周する毎に、つま
り１分毎に１目盛（１分）移動する。さらに、指針７１は６０分経過する毎に１周移動し
、指針９１は指針７１が１周する毎に、つまり１時間毎に１目盛（１時間）移動する。
　指針９１は最大で６時間の位置まで移動する。したがって、第１機能部実行処理（クロ
ノグラフ処理）Ｓ４０は、最大で６時間計測できる。
【００８４】
　第１機能部３３０は、クロノグラフの動作中に、第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が
押されたかを判定し（Ｓ４３）、押された場合にはクロノグラフ動作をストップする（Ｓ
４４）。すると、各指針２１，７１，９１も停止する（Ｓ４５）。
　第１機能部３３０は、クロノグラフ動作の停止中に、第１操作部１５７ＡのＤボタン６
４が押されたかを判定し（Ｓ４６）、Ｓ４６でＮｏの場合、Ｃボタン６３が押されたかを
判定する（Ｓ４７）。
　第１機能部３３０は、Ｓ４７でＮｏの場合は、Ｓ４６に戻って処理を継続する。
　第１機能部３３０は、Ｓ４７でＹｅｓの場合、つまり再度Ｃボタン６３が押された場合
は、Ｓ４１に戻ってクロノグラフ動作を再開する。
【００８５】
　また、第１機能部３３０は、クロノグラフ動作の停止中に、Ｄボタン６４が押されてＳ
４６でＹｅｓと判定した場合は、クロノグラフ動作をリセット（中断）する（Ｓ４８）。
したがって、Ｄボタン６４は、第１機能部３３０の実行の中断を指示するボタンである。
そして、第１機能部３３０は、指針２１、７１を初期位置である０時位置に戻し、指針９
１は通常時刻表示モードと同様に電池残量表示に戻す（Ｓ４９）。
　そして、第１機能部３３０は第１機能部実行処理Ｓ４０を終了し、図５，６に示すよう
に、通常時刻表示モードＳ１に戻る。
【００８６】
［タイムゾーンの確認および変更］
　リューズ５０を１段引き状態にすると、設定中のタイムゾーンが確認できる。制御装置
３００は、指針２１を現在設定されているタイムゾーンの都市名および時差表示を指示す
る位置に移動する。
　この状態で、リューズ５０を正転（時計回り）に回転すると、制御装置３００は、タイ
ムゾーンの時差を「＋１」して、指針２１も時計回りに移動する。リューズ５０を逆転（
反時計回り）に回転すると、制御装置３００は、タイムゾーンの時差を「－１」して、指
針２１も反時計回りに移動する。
　このタイムゾーンの変更に伴い、制御装置３００は、指針２２，２３の指示位置を指針
２１が示すタイムゾーンの時刻に変更する。
【００８７】
［ＤＳＴのＯＮ／ＯＦＦの設定］
　そして、リューズ５０が１段引き状態では、指針９１は、夏時間表示領域９３ＤのＤＳ
ＴのＯＮ／ＯＦＦを指示する。この状態で、第１操作部１５７ＡのＢボタン６２を３秒以
上押すと、制御装置３００は、ＤＳＴのＯＮ／ＯＦＦ切替処理Ｓ１９を実行する。制御装
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置３００は、ＤＳＴのＯＮ、ＯＦＦの各モードを交互に切り替える。
　そして、リューズ５０を０段位置まで押し込むと、ＤＳＴのＯＮ／ＯＦＦ切替処理Ｓ１
９が終了し、通常時刻表示モードＳ１に戻る。
【００８８】
［実施形態の作用効果］
　上述した本発明の実施形態における電子時計１０によれば、以下の効果を奏する。
【００８９】
　本実施形態によれば、１つの指針９１は、第１機能であるクロノグラフ機能が実行され
ている際に計測時間表示領域９３Ａの目盛を指示し、第２機能である受信機能（測位受信
機能および測時受信機能）が実行されている際に、受信状態表示領域９３Ｂの「ＴＩＭＥ
」、「ＦＩＸ」、「ＯＦＦ」のいずれかを指示し、電源電圧検出機能が実行されている際
（例えば、通常時刻表示がなされている際）に電圧状態表示領域９３Ｃの「Ｅ，Ｍ，Ｆ」
のいずれかの目盛を指示する。このため、ユーザーは、１つの指針の指示している各表示
領域９３Ａ～９３Ｃを見るだけで、現在クロノグラフ機能、衛星信号の受信機能、および
電源電圧検出機能が実行されているのかを認識できる。また、ユーザーは、指針９１の指
示する目盛（記号）を見るだけで、クロノグラフ機能により計測される時間、受信機能の
うち測時受信が行われているのか、測位受信が行われているのか、衛星信号の受信が禁じ
られているのか、および、二次電池１３０の電池残量を把握できる。
　また、二次電池１３０の電池残量を把握できることにより、二次電池１３０の充電が必
要であることを容易に認識できる。
【００９０】
　また、これに加えて、夏時間表示領域９３Ｄが設けられているので、夏時間表示領域９
３Ｄの「ＯＮ，ＯＦＦ」のいずれかの記号が１つの指針９１が指示されることにより、Ｄ
ＳＴがＯＮ状態にあるのか否かを認識することができる。
　さらに、各表示領域９３Ａ～９３Ｄが第３小窓９０の目盛表示部９３に設けられている
ことから、駆動機構１４０を駆動させることにより１つの指針９１を駆動させ、当該指針
９１により全ての表示領域９３Ａ～９３Ｄを指示できるので、例えば、２つの指針で上記
内容を表示する場合に比べて、消費電力を低減できる。
　したがって、ユーザーは、１つの指針９１が各表示領域９１Ａ～９４Ｄのうちいずれの
領域を指示しているかによって、現在実行されている機能を認識でき、さらに、その指針
９１の指示している目盛を見ることで、さらに詳しい各機能を実行している状態を認識で
きる。これにより、ユーザーは、多機能の電子時計１０を操作性よく扱うことができ、ユ
ーザビリティを向上できる。
【００９１】
　本実施形態では、計測時間表示領域９３Ａは目盛表示部９３の右半分の領域に配置され
、それ以外の表示領域９３Ｂ～９３Ｄは目盛表示部９３の左半分の領域に配置されるので
、計測時間表示領域９３Ａとそれ以外の表示領域９３Ｂ～９３Ｄとを明確に区別できる。
このため、ユーザーは、１つの指針９１が目盛表示部９３の右半分の領域を指示していれ
ば、瞬時にクロノグラフ機能が実行されていることを認識でき、ユーザビリティを向上で
きる。
　また、計測時間表示領域９３Ａを当該右半分の領域全域に設けているので、クロノグラ
フの目盛を認識しやすくでき、この点でもユーザビリティを向上できる。
【００９２】
　さらに、目盛表示部９３の左半分の領域には、電圧状態表示領域９３Ｃを挟むように受
信状態表示領域９３Ｂおよび夏時間表示領域９３Ｄが設けられているので、電源電圧検出
機能が実行されている状態（通常時刻が表示されている状態）で、衛星信号の受信機能が
実行されると、指針９１は、電圧状態表示領域９３Ｃの目盛を指示する状態から受信状態
表示領域９３Ｂの目盛を指示する状態へと駆動される。一方、通常時刻表示状態で、ＤＳ
ＴのＯＮ／ＯＦＦを設定する操作がなされると、指針９１は、夏時間表示領域９３Ｄの目
盛を指示する状態へと駆動される。すなわち、通常の時刻表示がなされている際に指針９
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１で指示される電圧状態表示領域９３Ｃを挟むように受信状態表示領域９３Ｂおよび夏時
間表示領域９３Ｄが設けられているので、これらの機能が実行される際に、駆動機構１４
０により指針９１を駆動する距離が短くなり、その結果、消費電力を低減することができ
る。
【００９３】
　また、電圧状態表示領域９３Ｃにおいて、略７時方向に二次電池１３０の電圧状態が最
も低い「Ｅ」の表示が配置され、略９時方向（９時方向より若干１０時方向よりの方向）
に二次電池１３０の電圧状態が最も高い「Ｆ」の表示が配置され、時計回りに指針９１が
進行するほど、電圧状態が高くなるように「Ｅ，Ｍ，Ｆ」の順で並べられているので、ユ
ーザーは、二次電池１３０の残量を認識しやすくなる。さらに、３時と９時を結んだ仮想
線より上方を指針９１が指示していれば、ユーザーは、二次電池１３０の電池残量が充分
あることを、直感的に認識できる。
　さらに、受信状態表示領域９３Ｂにおいて、略１０時方向に衛星信号を受信しない（衛
星信号を受信する時間がない）「ＯＦＦ」が配置され、略１１時方向に最も衛星信号を受
信する時間が長い「ＦＩＸ」が配置され、時計回りに指針９１が進行するほど衛星の受信
時間が長くなるように「ＯＦＦ，ＴＩＭＥ，ＦＩＸ」の順で並べられているので、ユーザ
ーは、通常の時刻表示がなされている際に指針９１が指示する電圧状態表示領域９３Ｃか
ら離れるほど、衛星信号の受信時間が長くなることを、直感的に認識できる。
【００９４】
　本実施形態では、クロノグラフ機能を実行する第１操作部１５７ＡのＣボタン６３およ
びＤボタン６４と、衛星信号受信機能を実行する第２操作部１５７ＢのＡボタン６１およ
びＢボタン６２とが、別々に設けられているので、Ｃボタン６３およびＤボタン６４を操
作すればクロノグラフ機能を直接実行でき、Ａボタン６１およびＢボタン６２を操作すれ
ば測時受信および測位受信機能を直接実行できる。
　また、各操作部１５７Ａ，１５７Ｂは、対応する表示領域９３Ａ，９３Ｂの近い位置に
配置されているので、ユーザーは、クロノグラフ機能を実行する場合には、Ｃボタン６３
およびＤボタン６４を操作し、測時受信および測位受信機能を実行する場合には、Ａボタ
ン６１およびＢボタン６２を操作すればよいことを直感的に把握できる。
【００９５】
　また、計測時間表示領域９３Ａには第１機能部３３０で計測される計測時間を示す目盛
が設けられているので、ユーザーは、当該計測時間表示領域９３Ａに近い位置に設けられ
るＣボタン６３およびＤボタン６４を操作すれば、クロノグラフ機能が実行されることを
容易に認識できる。また、計測時間表示領域９３Ａを指針が指示していれば、現在実行さ
れている機能がクロノグラフ機能であることも容易に認識でき、また、その指針の指示す
る目盛の位置を見ることで、計測時間を認識できる。
　したがって、ユーザーは、指針９１の指示のみを確認すれば、クロノグラフ機能が実行
されていること、その計測時間を把握できる。
　さらに、受信状態表示領域９３Ｂには測時用第２機能部３１０および測位用第２機能部
３２０により受信される衛星信号の受信モードを表示する目盛（標記「ＴＩＭＥ」、「Ｆ
ＩＸ」、「ＯＦＦ」）が設けられているので、ユーザーは、当該受信状態表示領域９３Ｂ
に近い位置に設けられるＡボタン６１およびＢボタン６２を操作すれば、衛星信号受信機
能が実行されることを容易に認識できる。また、受信状態表示領域９３Ｂを指針が指示し
ていれば、現在実行されている機能が衛星信号受信機能であることも容易に認識でき、ま
た、その指針９１の指示する目盛の位置を見ることで、受信モードを容易に認識できる。
【００９６】
　文字板１１に設けられた小窓９０に目盛表示部９３が設けられ、時針２３および分針２
２は指針軸２５が文字板１１の中心に位置するセンター針であるので、ユーザーは、通常
時刻（現在時刻）を容易に認識できるとともに、クロノグラフ機能や測時受信および測位
受信機能を実行する場合には、小窓９０を見るだけで現在実行されている機能を認識する
ことができる。
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　その上、小窓９０は、文字板１１の６時側つまり文字板１１の左右方向の中心に配置さ
れているので、小窓９０の右半分の領域は時計の右半分に関連し、小窓９０の左半分の領
域は時計の左半分に関連することをイメージしやすくできる。このため、小窓９０の右側
に設けられる計測時間表示領域９３Ａと第１操作部１５７Ａとが関連し、小窓９０の左側
に設けられる受信状態表示領域９３Ｂと第２操作部１５７Ｂとが関連することを、ユーザ
ーは容易に把握でき、この点でもユーザビリティを向上できる。
　さらに、第１操作部１５７Ａおよび第２操作部１５７Ｂは複数のボタンを備えているの
で、各機能の実行や停止、キャンセルなどの複数の操作を複数のボタンを用いて実行でき
る。すなわち、他の操作部のボタンを用いずに、第１機能は第１操作部１５７Ａのボタン
のみで操作でき、第２機能は第２操作部１５７Ｂのボタンのみで操作できるので、各操作
部１５７Ａ，１５７Ｂの操作性、すなわち、ユーザビリティを向上できる。
【００９７】
［変形例］
　なお、本発明は前述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
【００９８】
　前記実施形態の電子時計１０では、第３小窓９０の目盛表示部９３の左半分には、受信
状態（受信モード）を表示する受信状態表示領域９３Ｂと、電圧状態（電池残量）を表示
する電圧状態表示領域９３Ｃと、ＤＳＴの設定を表示する夏時間表示領域９３Ｄとの３つ
の表示領域を設定していたが、図１０（Ａ）に示すように、二次電池１３０の電圧状態を
表示する電圧状態表示領域９３Ｃのみを設定してもよい。この図１０（Ａ）では、目盛表
示部９３の０時と６時を結んだ仮想線を基準とした左半分の領域である電圧状態表示領域
９３Ｃに電圧状態を示す「Ｆ」、「Ｍ」、「Ｅ」が表示される。
【００９９】
　この変形例では、目盛表示部９３の右半分の計測時間表示領域９３Ａは、時クロノグラ
フ針として機能する場合の目盛であり、上記実施形態と同じである。なお、衛星信号の受
信状態を表示する受信状態表示領域９３Ｂが目盛表示部９３に設けられていないので、第
２機能部３０１および第２操作部１５７ＢのＡボタン６１およびＢボタン６２を設けなく
てもよい。
　この変形例では、通常時刻表示中は、指針９１は電圧状態表示領域９３Ｃのいずれかの
記号、例えば「Ｍ」を指示する。第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押下されると、前
記実施形態と同じくクロノグラフ機能に切り替わり、指針９１は１２時側の「０」を指示
する。
　この変形例では、指針９１は、インジケーター針として機能する場合は、二次電池１３
０の電圧状態のみを指示するため、３つの電圧状態を指示する目盛の間隔を大きく設定で
き、ユーザーは指針９１がどの目盛を指示しているのかを確認しやすくなり、この点でも
ユーザビリティを向上できる。
【０１００】
　なお、電圧状態を指示する標記「Ｆ、Ｍ，Ｅ」の代わりに「Ｈ（High）」、「Ｍ（Midd
le）」、「Ｌ（Low）」としてもよいし、「Ｌ２（Level２）」、「Ｌ１（Level１）」、
「ＣＨＡＲＧＥ」としてもよい。また、電圧状態を指示する標記は、３段階に限らず、何
段階で表示するようにしてもよい。さらに、第３小窓９０の７時方向から９時方向までの
範囲の外周の円周に沿って、９時方向の基端が太く、７時方向の先端が細い三日月鎌状の
記号を設けることとしてもよい。この記号を二次電池１３０のパワーインジケーターとし
て用い、例えば、電池の残量に応じて、指針９１が基端、先端、中間のいずれかを指し示
すようにしてもよい。以下の各変形例でも同様に「Ｆ、Ｍ，Ｅ」の標記を、上記のいずれ
かに適宜変更してもよい。
　例えば、図１０（Ｂ）に示すように、電圧状態表示領域９３Ｃに表示される標記（記号
）を変更したものである。すなわち、電池残量の「Ｅ，Ｍ，Ｆ」の代わりに電池残量（電
圧状態）を３段階表示から、４段階表示に置き換えて「Ｌ０，Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３」と表示
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したものである。また、当該変形例では、記号が上記実施形態と異なるのみであるため、
第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が操作されると上記１０（Ａ）示す変形例と同様に指
針９１が駆動され、クロノグラフ機能が実行される。
　この変形例によれば、電池の電圧レベル（電池残量）をＬ０～Ｌ３の４段階で表示する
ので、図１０（Ａ）に示す変形例よりも電池残量を正確に認識できるので、ユーザビリテ
ィを向上できる。
【０１０１】
　また、図１１（Ａ）に示すように、受信モードを表示する受信状態表示領域９３Ｂのみ
を設定してもよい。この図１１（Ａ）では、目盛表示部９３の０時と６時を結んだ仮想線
を基準とした左半分の領域である受信状態表示領域９３Ｂに受信モードを示す「ＯＦＦ」
、「ＴＩＭＥ」、「ＦＩＸ」が表示される。
　なお、受信モードの標記「ＦＩＸ、ＴＩＭＥ，ＯＦＦ」の代わりに「４＋」、「１」、
飛行機のマークとしてもよい。以下の各変形例でも同様に「ＦＩＸ、ＴＩＭＥ，ＯＦＦ」
の標記を変更してもよい。
　目盛表示部９３の右半分の計測時間表示領域９３Ａは、時クロノグラフ針として機能す
る場合の目盛であり、上記実施形態と同じである。
　この変形例では、通常時刻表示中は、指針９１は「ＯＦＦ」を指示する。第２操作部１
５７ＢのＢボタン６２が押下されると、第２機能部３０１によって衛星信号の受信処理が
行われ、指針９１は「ＴＩＭＥ」、「ＦＩＸ」のいずれかを指示する。第１操作部１５７
ＡのＣボタン６３が押下されると、前記実施形態と同じくクロノグラフ機能に切り替わり
、指針９１は１２時側の「０」を指示する。
　この変形例では、指針９１は、モード針として機能する場合は、受信モードのみを指示
するため、３つの受信モードを指示する目盛の間隔を大きく設定でき、ユーザーは指針９
１がどの目盛を指示しているのかを確認しやすくなり、この点でもユーザビリティを向上
できる。
【０１０２】
　また、図１１（Ｂ）に示すように、受信状態表示領域９３Ｂに表示される受信モードに
閏秒受信モードを追加してもよい。この図１１（Ｂ）では、受信モードを示す「ＯＦＦ」
、「ＴＩＭＥ」、「ＦＩＸ」に加えて、「ＬＳ．」が表示される。なお、計測時間表示領
域９３Ａは、時クロノグラフ針として機能する場合の目盛であり、上記実施形態と同じで
ある。
【０１０３】
　この変形例では、閏秒受信モードの表示を追加したので、ユーザーは、閏秒の受信処理
中であることを確認できる。一般には、７／１または１／１に閏秒が更新されることがあ
る。このため、閏秒更新日時の直前３ヶ月間、具体的には、４／１～６／３０と、１０／
１～１２／３１の期間に閏秒の受信処理を行い、閏秒が更新されるか否かを確認すること
が好ましい。そこで、制御装置３００は、上記期間であり、かつ、閏秒情報を未取得の場
合に閏秒取得処理を実行する。この場合、指針９１は駆動機構１４０により駆動されて「
ＬＳ．」を指示し、閏秒情報の取得が終了すると「ＴＩＭＥ」を指示する。
　この変形例においても、通常時刻表示中は、指針９１は「ＯＦＦ」を指示する。第２操
作部１５７ＢのＢボタン６２が押下されると、第２機能部３０１によって衛星信号の受信
処理が行われ、指針９１は「ＴＩＭＥ」、「ＦＩＸ」、「ＬＳ．」のいずれかを指示する
。第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押下されると、前記実施形態と同じくクロノグラ
フ機能に切り替わり、指針９１は１２時側の「０」を指示する。
　この変形例では、受信モードに、閏秒受信モードを示す「ＬＳ．」を追加しているので
、ユーザーは閏秒情報の受信中であるかを確認でき、この点でもユーザビリティを向上で
きる。
【０１０４】
　また、図１１（Ｃ）に示すように、受信状態を表示する受信状態表示領域９３Ｂに、受
信モードに加えて受信結果を示す目盛を追加してもよい。すなわち、受信状態表示領域９
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３Ｂには、受信モードを示す「ＯＦＦ」、「ＴＩＭＥ」、「ＦＩＸ」と、受信結果を示す
「ＹＥＳ」、「ＮＯ」が表示される。なお、計測時間表示領域９３Ａは、時クロノグラフ
針として機能する場合の目盛であり、上記実施形態と同じである。
　この変形例においても、通常時刻表示中は、指針９１は「ＯＦＦ」を指示する。第２操
作部１５７ＢのＢボタン６２が押下されると、第２機能部３０１によって衛星信号の受信
処理が行われ、指針９１は「ＴＩＭＥ」、「ＦＩＸ」のいずれかを指示する。第１操作部
１５７ＡのＣボタン６３が押下されると、前記実施形態と同じくクロノグラフ機能に切り
替わり、指針９１は１２時側の「０」を指示する。
　そして、受信結果表示処理Ｓ１７では、前回の受信モードを指針９１が指示し、一定時
間経過後、あるいはＢボタン６２を再度押した場合に、指針９１は前回の受信結果を受信
状態表示領域９３Ｂの成功（ＹＥＳ）、失敗（ＮＯ）を指示して示す。
　この例では、受信状態表示領域９３Ｂに、受信モードと受信結果の目盛を設定したので
、ユーザーは１つの指針９１の指示のみを確認することで、受信モードおよび受信結果を
確認できる。このため、受信モードを指示する指針と、受信結果を指示する指針を別々に
設けた場合に比べて、指示内容を確認しやすくなり、この点でもユーザビリティを向上で
きる。
【０１０５】
　さらに、図１２（Ａ）～（Ｃ）に示すように、目盛表示部９３の左半分の領域に、受信
状態表示領域９３Ｂおよび電圧状態表示領域９３Ｃの２つの表示領域を設定してもよい。
前記実施形態と同じく、受信状態表示領域９３Ｂは受信モード（ＯＦＦ、ＴＩＭＥ、ＦＩ
Ｘ）を表示し、電圧状態表示領域９３Ｃは電池残量（Ｅ，Ｍ，Ｆ）を表示する。なお、図
１２（Ａ）～（Ｃ）は、表示の並び順が異なるものであり、図１２（Ａ）は、目盛表示部
９３の左半分の領域の下側から時計回りに、「Ｅ、Ｍ、Ｆ、ＯＦＦ、ＴＩＭＥ、ＦＩＸ」
と並べたものであり、図１２（Ｂ）は、目盛表示部９３の左半分の領域の下側から時計回
りに、「ＯＦＦ、ＴＩＭＥ、ＦＩＸ、Ｅ、Ｍ、Ｆ」と並べたものである。また、図１２（
Ｃ）は、目盛表示部９３の左半分の領域の下側から時計回りに、「ＦＩＸ、ＴＩＭＥ、Ｏ
ＦＦ／Ｅ、Ｍ、Ｆ」と並べたものである。「ＯＦＦ」は受信禁止モードを意味し、「Ｅ」
は電池残量が低いため受信処理を禁止する制御モードとなること意味し、どちらも受信処
理を開始できない点で同じであるため、図１２（Ｃ）では同じ位置に表示した。
　これらの変形例では、通常時刻表示中は、指針９１は電圧状態表示領域９３Ｃの電池残
量を指示する。第２操作部１５７ＢのＢボタン６２が押下されると、第２機能部３０１に
よって衛星信号の受信処理が行われ、指針９１は「ＴＩＭＥ」、「ＦＩＸ」のいずれかを
指示する。第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押下されると、前記実施形態と同じくク
ロノグラフ機能に切り替わり、指針９１は１２時側の「０」を指示する。
　これらの表示例によれば、上記実施形態に比べて、ＤＳＴの設定表示、すなわち、目盛
表示部９３に夏時間表示領域９３Ｄが設けられていないため、指針９１の指示を確認しや
すく、ユーザビリティを向上できる。
【０１０６】
　また、図１３は、上記実施形態の電子時計１０に対して、受信状態表示領域９３Ｂと電
圧状態表示領域９３Ｃの表示位置を変更し、さらに受信状態表示領域９３Ｂ、電圧状態表
示領域９３Ｃ、および夏時間表示領域９３Ｄに表示される標記（記号）を変更したもので
ある。すなわち、電池残量の「Ｅ，Ｍ，Ｆ」の代わりに「Ｌ０，Ｌ１，Ｌ２」と表示し、
受信モードの「ＦＩＸ、ＴＩＭＥ，ＯＦＦ」の代わりに「４＋」、「１」、飛行機のマー
クで表示したものである。また、当該変形例では、表示記号が上記実施形態と異なるのみ
であるため、各種ボタン６１～６４が操作されると上記実施形態と同様に指針９１が駆動
される。
　この変形例によれば、電池残量（電池電圧）をレベルを意味するＬ０～Ｌ２で表示し、
受信モードを４つ以上の衛星信号を受信する測位モード、１つの衛星信号でよい測時モー
ド、受信を禁止する飛行機の機内モードを表示することで、ユーザーによっては理解しや
すい場合があり、ユーザビリティを向上できる場合もある。
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【０１０７】
　また、図１４（Ａ）に示すように、目盛表示部９３の左半分の領域に、受信状態表示領
域９３Ｂおよび曜日表示領域９３Ｅの２つの表示領域を設定してもよい。前記実施形態と
同じく、受信状態表示領域９３Ｂは受信モード（ＯＦＦ、ＴＩＭＥ、ＦＩＸ）を表示する
。曜日表示領域９３Ｅは、曜日を表示する。この図１４（Ａ）では、曜日表示領域９３Ｅ
の左半分に下から時計回りに、「Ｓ、Ｍ、Ｔ、Ｗ，Ｔ，Ｆ、Ｓ」が表示され、それぞれ「
日、月、火、水、木、金、土」を示す。
　なお、目盛表示部９３の右半分の計測時間表示領域９３Ａは、時クロノグラフ針として
機能する場合の目盛であり、上記実施形態と同じである。
　この変形例では、通常時刻表示中は、指針９１は曜日表示領域９３Ｅの「Ｓ、Ｍ、Ｔ、
Ｗ，Ｔ，Ｆ、Ｓ」のいずれかを指示する。第２操作部１５７ＢのＢボタン６２が押下され
ると、第２機能部３０１によって衛星信号の受信処理が行われ、指針９１は「ＴＩＭＥ」
、「ＦＩＸ」のいずれかを指示する。第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押下されると
、前記実施形態と同じくクロノグラフ機能に切り替わり、指針９１は１２時側の「０」を
指示する。
　この表示例によれば、曜日を指針９１で指示できるので、ユーザビリティを向上できる
。
【０１０８】
　また、図１４（Ｂ）に示すように、受信状態を表示する受信状態表示領域９３Ｂに代え
て、電池残量を表示する電圧状態表示領域９３Ｃを設けることとしてもよい。この図１４
（Ｂ）では、図１４（Ａ）と同様に、曜日表示領域９３Ｅには「Ｓ、Ｍ、Ｔ、Ｗ，Ｔ，Ｆ
、Ｓ」が表示され、電圧状態表示領域９３Ｃに電池残量を示す「Ｅ，Ｍ，Ｆ」が表示され
る。
　なお、目盛表示部９３の右半分の計測時間表示領域９３Ａは、時クロノグラフ針として
機能する場合の目盛であり、上記実施形態と同じである。
　この変形例では、通常時刻表示中は、指針９１は電圧状態表示領域９３Ｃの電池残量を
指示する。第２操作部１５７ＢのＢボタン６２が押下されると、曜日表示領域９３Ｅの「
Ｓ、Ｍ、Ｔ、Ｗ，Ｔ，Ｆ、Ｓ」のいずれかを指針９１が指示する。第１操作部１５７Ａの
Ｃボタン６３が押下されると、前記実施形態と同じくクロノグラフ機能に切り替わり、指
針９１は１２時側の「０」を指示する。
　この表示例によれば、曜日を指針９１で指示できるので、ユーザビリティを向上できる
。
　なお、当該変形例において、通常時刻表示中に、指針９１が曜日表示領域９３Ｅを指示
し、Ｂボタン６２が押下された際に、電圧状態表示領域９３Ｃを指示するようにしてもよ
い。
【０１０９】
　また、図１５に示すように、目盛表示部９３の左半分の領域に受信状態表示領域９３Ｂ
を設け、当該目盛表示部９３の左半分の領域の外周（受信モードの目盛と異なる半径上）
に曜日表示領域９３Ｅ１を設けることとしてもよい。この図１５では、図１４（Ａ）と同
様に、受信状態表示領域９３Ｂは受信モード（ＯＦＦ、ＴＩＭＥ、ＦＩＸ）を表示する。
そして、曜日表示領域９３Ｅ１には「Ｓ、Ｍ、Ｔ、Ｗ，Ｔ，Ｆ、Ｓ」が表示される。
　なお、目盛表示部９３の右半分の計測時間表示領域９３Ａは、時クロノグラフ針として
機能する場合の目盛であり、上記実施形態と同じである。
　この変形例では、通常時刻表示中は、指針９１は曜日表示領域９３Ｅ１の「Ｓ、Ｍ、Ｔ
、Ｗ，Ｔ，Ｆ、Ｓ」のいずれかを指示する。第２操作部１５７ＢのＢボタン６２が押下さ
れると、第２機能部３０１によって衛星信号の受信処理が行われ、指針９１は「ＴＩＭＥ
」、「ＦＩＸ」のいずれかを指示する。第１操作部１５７ＡのＣボタン６３が押下される
と、前記実施形態と同じくクロノグラフ機能に切り替わり、指針９１は１２時側の「０」
を指示する。
　この表示例によれば、上記図１４（Ａ）の表示例に比べて、曜日表示領域９３Ｅ１が目
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盛表示部９３の外周、すなわち文字板１１に設けられているので、指示する目盛の間隔を
大きく設定でき、ユーザーは指針９１がどの目盛を指示しているのかを確認しやすく、ユ
ーザビリティを向上できる。
【０１１０】
　また、図１６に示すように、目盛表示部９３の右半分の領域にカウントダウンタイマー
の計測時間を示す計測時間表示領域９３Ａ１を設けることとしてもよい。なお、目盛表示
部９３の左半分の領域である各表示領域９３Ｂ，９３Ｃ，９３Ｄは、上記実施形態と同一
である。この変形例では、第１機能部３３０は、カウントダウンタイマー機能を実行する
。すなわち、計測時間を設定することで、最大３０分のカウントダウンタイマーとして機
能させることができる。したがって、指針９１は、１分が経過する毎に、反時計回りに６
°移動し、０分の位置までカウントすることができる。
　また、当該変形例では、クロノグラフ機能がカウントダウンタイマー機能に変更されて
いる点のみ上記実施形態と異なるので、各種ボタン６１～６４が操作されると上記実施形
態と同様に指針９１が駆動される。
　この例では、第１機能部３３０をカウントダウンタイマーとして機能させることができ
るので、残り時間を計測する場合に利便性が高い。なお、この例では、計測時間を最大３
０分としたが、これに限られない。例えば、目盛表示部９３の構成を図２の右半分と同一
とし、最大６時間のカウントダウンタイマーとして機能させてもよい。これによれば、指
針９１は、１時間が経過する度に反時計回りに－１目盛分移動するので、より長い時間の
カウントダウンタイマーとして利用でき、この点でもユーザビリティを向上できる。
【０１１１】
　なお、目盛表示部９３の右半分に位置し、指針９１で指示する測定値としては、クロノ
グラフの時間およびカウントダウンタイマーの時間に限られない。例えば、電子時計１０
に各種センサー（例えば、気圧計、高度計、水深計、温度計、加速度計、方位、湿度計、
歩数計等）を設け、検出された測定値を指針９１で指示することとしてもよい。また、前
述した各種センサーにより検出された測定値に基づいて演算される数値（例えば、消費カ
ロリー）などを指針９１で指示するようにしてもよい。
　要するに、測時用第２機能部３１０、測位用第２機能部３２０は、測時受信、測位受信
の機能であるが、第１機能部３３０はそれ以外の機能を実行できるものであればよい。さ
らに、受信機能以外の機能は複数設定してもよい。例えば、前記実施形態や変形例のよう
に、クロノグラフ機能を実行する第１機能部３３０に加えて、電池残量表示機能や、温度
計、高度計、脈拍計などの測定機能を第４機能部として設けてもよいし、さらに他の機能
を第５機能部として設けてもよい。
【０１１２】
　上記実施形態において、第２操作部１５７ＢのＡボタン６１およびＢボタン６２と、第
１操作部１５７ＡのＣボタン６３およびＤボタン６４とが外装ケース３０の左右逆側に設
けられることとしてもよい。この場合、目盛表示部９３の計測時間表示領域９３Ａは、１
２時と６時を結んだ仮想線を基準として左側に設けられ、受信状態表示領域９３Ｂは、上
記仮想線を基準として右側に設けることとすればよい。すなわち、目盛表示部９３の計測
時間表示領域９３Ａと第１操作部１５７ＡのＣボタン６３およびＤボタン６４とが、目盛
表示部９３の受信状態表示領域９３Ｂと第２操作部１５７ＢのＡボタン６１およびＢボタ
ン６２とが、それぞれ前記仮想線を基準として同方向に設けられればよい。さらに、計測
時間表示領域９３Ａは、９時と３時を結んだ仮想直線を基準として上側に設け、受信状態
表示領域９３Ｂを下側に設けるようにしてもよい。この場合も同様に、第１操作部１５７
ＡのＣボタン６３およびＤボタン６４は、外装ケース３０の上側に設けられ、第２操作部
１５７ＢのＡボタン６１およびＢボタン６２は、外装ケース３０の下側に設けられる。ま
た、この関係で上下逆でもよい。
　ただし、クロノグラフ機能の操作性を考慮した場合、通常、時計は左腕に装着されて使
用されるので、前記実施形態の各表示領域の配置が最も望ましい。
【０１１３】



(25) JP 6361210 B2 2018.7.25

10

20

30

40

50

　操作部としては、各機能部毎に独立したボタンを設けてもよい。例えば、Ａボタン６１
を第１ボタンとし、Ｂボタン６２を第２ボタンとし、Ｃボタン６３を第３ボタンとし、Ａ
ボタン６１を押すと測時用第２機能部３１０を実行し、Ｂボタン６２を押すと測位用第２
機能部３２０を実行し、Ｃボタン６３を押すと第１機能部３３０を実行するようにしても
よい。
　また、操作部としては、１つのボタンの押す時間を変えることで各機能部を選択しても
よい。例えば、Ｂボタン６２を第１設定時間（例えば３秒以上、６秒未満）押すと測時用
第２機能部３１０が実行され、第２設定時間（例えば６秒以上）押すと測位用第２機能部
３２０が実行されるように構成してもよい。
　このボタン数は、機能部の数と電子時計１０のデザインなどを考慮して設定すればよい
。
【０１１４】
　上記実施形態においては、第３小窓９０の外周に設けられた目盛表示部９３は、円環状
であることとしたが、これに限られない。例えば、矩形状であってもよいし、扇形形状で
あってもよいし、棒形状であってもよい。さらに、第３小窓９０の外周に設けられなくて
もよく、例えば、目盛表示部を文字板１１の外周や、ベゼル３２に設けてもよく、この場
合には、指針２１で指示すればよい。
　また、各表示領域９３Ａ～９３Ｄは、同じ指針９１で指示できればよいので、上記実施
形態のように同一円周上に配置されるものに限らず、指針９１の回転軸から各表示領域９
３Ａ～９３Ｄまでの距離（半径）を異ならせてもよい。
【０１１５】
　また、上記実施形態において、受信状態表示領域９３Ｂにおいては、測時受信モード、
測位受信モード、および衛星信号の受信を禁止するモードを表示する記号を表示すること
としたが、これに限られない。例えば、衛星の捕捉数を表示することとしてもよい。すな
わち、衛星信号の受信に関する情報であれば、どのような内容および当該内容を表示する
記号が表示されることとしてもよい。
　なお、上記実施形態において、各小窓７０，８０，９０の位置はこれに限られず、それ
ぞれが異なる位置に設けられていてもよい。
【０１１６】
　また、電圧状態表示領域９３Ｃを指針９１が指示するのは、通常時刻表示モードが選択
されている場合（通常時刻表示中）に限られない。例えば、指針９１が電圧状態以外の状
態を指示する場合（測時受信処理、測位受信処理、およびクロノグラフ機能の実行中、夏
時間のＯＮ・ＯＦＦ表示中）は、指針９１は、各表示領域９３Ａ，９３Ｂ，９３Ｄを指示
するので、電圧表示領域９３Ｃを指示できないが、それ以外の場合（例えば、リューズ５
０の操作により時刻合わせ等をしている場合）に当該指針９１が電圧状態表示領域９３Ｃ
を指示するようにしてもよい。また、ユーザーにより電圧の表示を指示する操作がなされ
た場合も、電圧状態表示領域９３Ｃを指針９１で指示するようにしてもよい。
　また、制御装置３００は、測時受信処理、測位受信処理、およびクロノグラフ機能の実
行中に電源電圧検出機能を実行してもよい。この場合は、例えば、電圧状態表示領域９３
Ｃを指針９１で指示することなく、各機能に応じた各種表示領域９３Ａ，９３Ｂを指針９
１で指示すればよい。
【０１１７】
　位置情報衛星の例として、ＧＰＳ衛星８について説明したが、これに限られない。例え
ば、位置情報衛星としては、ガリレオ（ＥＵ）、ＧＬＯＮＡＳＳ（ロシア）、Ｂｅｉｄｏ
ｕ（中国）などの他の全地球的公航法衛星システム（ＧＮＳＳ）で利用される衛星が適用
できる。また、静止衛星型衛星航法補強システム（ＳＢＡＳ）などの静止衛星や、準天頂
衛星等の特定の地域のみで検索できる衛星も適用できる。
【符号の説明】
【０１１８】
　１０…電子時計、１１…文字板、２１，２２，２３，７１，８１…指針、３０…外装ケ
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ース、５０…リューズ、６１…Ａボタン、６２…Ｂボタン、６３…Ｃボタン、６４…Ｄボ
タン、９０…第３小窓、９１…指針（１つの指針）９３…目盛表示部（円環状の表示領域
）、９３Ａ，９３Ａ１…計測時間表示領域、９３Ｂ…受信状態表示領域、９３Ｃ…電圧状
態表示領域、９３Ｄ…夏時間表示領域、９５Ｅ，９５Ｅ１…曜日表示領域、１２１…受信
部（受信手段）、１３０…二次電池（電源）、１４０…駆動機構、１５０…記憶装置、１
５７…操作部、１５７Ａ…第１操作部、１５７Ｂ…第２操作部、３００…制御装置。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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